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新年のごあいさつ
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新
年
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
平
成
29
年
の
新
春
を
清

清
し
い
気
持
ち
で
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　
旧
年
中
に
賜
り
ま
し
た
数
々
の
ご
厚
情
に
感

謝
し
、
本
年
も
な
に
と
ぞ
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
ご

鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
印
象
強
い
の
が
、

熊
本
・
大
分
を
襲
っ
た
地
震
災
害
で
あ
り
ま
す
。

震
度
7
ク
ラ
ス
の
地
震
が
頻
発
し
、
住
宅
の
倒

壊
等
に
よ
り
現
地
の
住
民
は
広
範
囲
か
つ
長
期

に
わ
た
っ
て
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

改
め
て
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
へ
の
重
要

性
を
再
認
識
い
た
し
ま
し
た
。

　
世
界
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
6
月
に
は
イ
ギ

リ
ス
で
実
施
さ
れ
た
Ｅ
Ｕ
か
ら
離
脱
を
問
う
国

民
投
票
、
11
月
に
は
ア
メ
リ
カ
次
期
大
統
領
の

選
挙
、
そ
の
投
票
結
果
に
世
界
が
驚
き
ま
し
た
。

そ
の
後
の
ト
ラ
ン
プ
氏
の
発
言
で
、
日
本
が
参

加
す
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
は
、
発
効
を
見
通
せ
な
い

状
況
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
一
方
、
日
本
で
は
、
公
職
選
挙
法
の
改
正
に

よ
り
、
昨
年
の
6
月
か
ら
選
挙
年
齢
が
18
歳
に

　
謹
ん
で
年
の
初
め
の
ご
祝
詞
を
申
し
上
げ
ま

す
。
町
民
の
皆
様
に
は
、
ご
家
族
お
揃
い
で
健

や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
旧
年
中
は
、
町
議
会
活
動
に
対
し
ま
し
て
、

格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼

申
し
あ
げ
ま
す
。
ま
た
、
今
年
は
、
私
達
議
員

も
改
選
の
年
を
迎
え
、
こ
こ
に
改
め
ま
し
て
、

こ
れ
ま
で
4
年
間
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
に
心
か
ら

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
世
界
で

は
、
英
国
の
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
離
脱
の
是
非
を
問
う

国
民
投
票
や
次
期
米
国
大
統
領
選
挙
が
行
わ

れ
、い
ず
れ
も
世
論
調
査
の
予
想
に
反
す
る
「
ま

さ
か
」
の
展
開
に
世
界
中
が
衝
撃
を
受
け
ま
し

た
。
自
由
主
義
が
揺
ら
ぎ
大
衆
迎
合
主
義
が
蔓

延
す
る
中
で
、
世
界
の
政
治
経
済
は
一
層
混
迷

を
深
め
、
何
が
起
こ
る
か
予
測
で
き
な
い
世
の

中
に
入
り
込
ん
だ
感
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
う
し
た
中
、
我
が
国
で
は
、
6
月
に
官

邸
主
導
で
消
費
税
増
税
の
再
延
期
が
決
定
さ

れ
、
7
月
に
は
選
挙
権
年
齢
が
18
歳
以
上
に
引

き
下
げ
ら
れ
て
初
め
て
、
参
議
院
議
員
選
挙
が

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
是
非
な
ど
を
争
点
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
与
党
が
圧
勝
し
、
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
が
支
持
さ
れ
る
と
と
も
に
、
憲
法
改

正
に
前
向
き
な
勢
力
が
参
議
院
で
3
分
の
2
を

引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
本
町
は
7
月
に
執
行

さ
れ
た
第
24
回
参
議
院
選
挙
の
投
票
か
ら
年
齢

引
き
下
げ
が
導
入
さ
れ「
消
費
税
増
税
」の
再
延

期
が
争
点
と
な
っ
た
同
選
挙
の
結
果
、
自
民
、

公
明
の
与
党
が
改
選
定
数
の
過
半
数
を
上
回
る

70
議
席
を
確
保
し
、
参
議
院
全
体
の
3
分
の
2

に
当
た
る
１
６
２
議
席
を
超
え
ま
し
た
。

　
さ
て
、
本
町
は
、
昨
年
中
途
に
第
2
次
総
合

振
興
計
画
の
始
期
を
迎
え
、
次
の
10
年
を
見
据

え
、町
民
一
人
ひ
と
り
が
幸
せ
を
実
感
し
、誇
り

を
も
っ
て
充
実
し
た
人
生
を
歩
み
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、「
快
適
居
住
」、「
人
財
育
成
」、

「
仕
事
応
援
」、「
観
光
交
流
」の
4
つ
の
重
要
施

策
を
掲
げ
、
新
た
な
視
点
で
ま
ち
づ
く
り
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　
そ
の
中
、
昨
年
か
ら
、
福
井
の
水
産
業
を
担

う
若
い
漁
業
者
を
育
成
す
る
取
り
組
み
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　
昨
年
は
、
県
外
高
校
を
卒
業
し
た
直
後
の
3

人
の
若
者
の
応
募
が
あ
り
、
本
町
漁
協
所
属
の

漁
船
に
就
業
し
な
が
ら
基
礎
的
技
術
等
を
学
ん

で
お
り
、
町
は
研
修
中
滞
在
住
宅
の
無
償
提
供

で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

上
回
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
、
4
年

目
に
突
入
し
た
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
つ
い
て
は
、

２
０
１
７
年
度
中
で
の
2
％
の
物
価
上
昇
率
が

事
実
上
困
難
と
な
り
、
失
敗
か
否
か
の
議
論
は

あ
り
ま
す
が
、
雇
用
情
勢
は
改
善
し
て
お
り
、

有
効
求
人
倍
率
も
依
然
と
し
て
高
い
状
況
に
あ

る
よ
う
で
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
の
恩
恵
が
地
方
に
ま
で
波
及
し
、
本
町
に
お

い
て
も
景
気
回
復
を
実
感
で
き
る
よ
う
大
い
に

期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

　
一
方
、
本
町
で
は
、
3
月
に
第
2
次
越
前
町

総
合
振
興
計
画
を
策
定
し
、「
ふ
る
さ
と
越
前

町
」
の
創
生
を
目
指
し
て
新
た
な
ま
ち
づ
く
り

を
歩
み
始
め
ま
し
た
。
4
月
に
は
、
新
し
く
統

合
整
備
さ
れ
た
あ
さ
ひ
保
育
所
お
よ
び
朝
日
児

童
セ
ン
タ
ー
を
開
所
し
、
8
月
に
は
新
庄
住
宅

団
地
の
分
譲
も
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
22
区

画
が
契
約
済
み
と
の
こ
と
で
、
す
で
に
住
宅
の

建
築
も
始
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
2
、
3
年

後
に
は
子
育
て
に
や
さ
し
く
快
適
で
便
利
な
街

が
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

昨
年
度
の
モ
ハ
ー
ジ
ュ
に
引
き
続
き
、
移
住
・

二
地
域
居
住
体
験
施
設
ラ
フ
ー
ラ
の
整
備
な

ど
、
移
住
者
に
対
す
る
住
ま
い
支
援
や
就
職
支

援
に
も
取
り
組
み
、
徐
々
に
そ
の
成
果
も
現
れ

て
い
る
よ
う
で
す
。
や
は
り
、
人
口
減
対
策
は
、

越
前
町
な
ら
で
は
の
自
然
環
境
や
教
育
・
子
育

　
本
町
の
漁
業
を
、
県
外
の
若
者
が
職
業
と
し

て
選
択
し
て
く
れ
た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
っ

て
い
ま
す
。
引
き
続
き
新
年
度
の
応
募
に
期
待

を
寄
せ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
2
年
前
に
越
前
地
区
に
開
設
し
た
居

住
体
験
施
設
モ
ハ
ー
ジ
ュ
は
、
初
年
度
に
14
件

27
名
の
方
、
延
べ
１
１
７
日
間
漁
村
暮
ら
し
を

体
験
頂
き
、
そ
の
中
か
ら
昨
年
転
入
移
住
者
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
昨
年
10
月

に
は
、
宮
崎
地
区
に
2
番
目
の
施
設
ラ
フ
ー
ラ

を
開
設
し
ま
し
た
。
こ
ち
ら
は
静
か
な
里
山
的

田
舎
暮
ら
し
が
魅
力
の
エ
リ
ア
で
、
地
域
住
民

の
方
と
の
交
流
な
ど
を
通
し
て
、
越
前
町
の
く

ら
し
良
さ
を
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　
新
年
を
迎
え
、
越
前
町
は
、
こ
れ
か
ら
も
観

光
立
町
に
向
け
た
拠
点
施
設
の
整
備
、
地
域
産

業
の
振
興
と
担
い
手
の
育
成
、
福
井
国
体
に
向

け
た
施
設
や
環
境
の
整
備
、
道
路
な
ど
の
イ
ン

フ
ラ
整
備
、
防
災
対
策
の
強
化
、
包
括
的
な
子

育
て
支
援
な
ど
、
真
に
必
要
な
町
民
の
ニ
ー
ズ

を
踏
ま
え
た
施
策
を
着
実
に
展
開
し
、
皆
様
と

と
も
に
、「
ふ
る
さ
と
越
前
町
」
の
創
生
の
実
現

に
邁
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
一
層
の
お
力
添

え
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
春
の
門
出
に
あ
た
り
、
町
民
の
皆
様
方
の

ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

て
環
境
の
良
さ
を
前
面
に
打
ち
出
し
、
地
道
で

継
続
的
な
施
策
の
推
進
が
必
要
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　
そ
し
て
観
光
で
は
、
7
月
に
越
前
が
に
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
、
道
の

駅
エ
リ
ア
が
充
実
し
た
こ
と
で
10
月
に
は
道
の

駅
「
越
前
」
の
来
館
者
数
が
１
５
０
万
人
を
突

破
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
訪
れ
た
多
く
の
観
光

客
を
越
前
海
岸
か
ら
歴
史
と
伝
統
を
誇
る
織
田
・

宮
崎
・
朝
日
地
区
へ
と
誘
い
、
町
内
経
済
の
好
循

環
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　
さ
て
、
町
村
合
併
し
て
12
年
、
合
併
の
特
例

も
ほ
ぼ
な
く
な
り
、
今
年
を
含
め
た
次
期
4
年

は
、
本
町
に
と
っ
て
本
当
の
意
味
で
自
立
を
す

る
時
期
と
な
り
ま
す
。
今
後
は
、
ま
ち
づ
く
り

の
財
源
が
細
る
中
で
、
地
方
創
生
を
巡
る
自
治

体
間
競
争
も
激
し
さ
を
増
し
て
く
る
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
常
に
「
町
民
フ
ァ
ー
ス
ト
」
を

基
本
に
町
民
に
安
心
安
全
と
活
力
を
与
え
ら
れ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
う
次
第
で
す
。

　
今
年
も
議
員
一
同
、
二
元
代
表
制
の
意
義
を

し
っ
か
り
と
踏
ま
え
、
よ
り
良
い
町
を
創
造
す

る
た
め
に
努
力
を
傾
注
し
て

ま
い
る
所
存
で
す
の
で
、
旧

に
倍
し
て
ご
指
導
ご
鞭
撻
の

程
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
年
頭
に
あ
た
り
、
町
民
皆

様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。
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11
月
24
日
、
鯖
江
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
経

済
産
業
省
の
伝
統
的
工
芸
品
産
業
功
労
者
に
対

す
る
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
伝
統
的
工
芸
品
産
業
の
振
興

に
顕
著
な
功
労
が
あ
っ
た
個
人
、
団
体
の
表
彰

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
組
合
役
員
部
門
で
越

前
焼
工
業
協
同
組
合
前
理
事
長
の
司
辻
光
男
さ

ん
、
伝
統
工
芸
士
部
門
で
武
澤
信
雄
さ
ん
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

司
辻
さ
ん
は
、
越
前
焼
工
業
協
同
組
合
の
正

副
理
事
長
と
し
て
22
年
に
わ
た
り
越
前
焼
の
活

性
化
に
ご
尽
力
さ
れ
、
武
澤
さ
ん
は
、
ヘ
ラ
で

線
を
刻
む
特
徴
あ
る
作
品
で
越
前
焼
の
普
及
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
21
日
、県
庁
で
、福
井
県
優
秀
技
能
者
表

彰
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
町
内
に
工
房
を
構
え

る
刀
匠
の
森
國
利
文
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
県
内
の
最
高
水
準
の
技
能
者

を
表
彰
す
る
も
の
で
、
森
國
さ
ん
は
日
本
刀
の

鋳
造
に
30
年
以
上
従
事
さ
れ
、
作
刀
技
能
の
品

評
会
な
ど
で
こ
れ
ま
で
に
多
く
の
賞
を
受
賞
し

て
い
ま
す
。

　

森
國
さ
ん
は
、
一
昨
年
に
は
最
も
権
威
が
あ

る
と
さ
れ
る
全
国
刀
剣
コ
ン
ク
ー
ル
「
新
作
名

刀
展
」
で
、
最
高
の
賞
で
あ
る
高
松
宮
記
念
賞

も
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

11
月
20
日
、
東
京
体
育
館
で
開
か
れ
た
全

日
本
チ
ア
ダ
ン
ス
選
手
権
大
会
２
０
１
６
に
、

杉
本
紅
利
亜
さ
ん
（
糸
生
小
6
年
）
が
所
属
す

る
ベ
イ
ビ
ー
＆
キ
ッ
ズ
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
研
究
所

「
Ｗ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ 

Ｅ
ｍ
ｅ
ｒ
ａ
ｌ
ｄ
」
が
出
場
し

ま
し
た
。
大
会
に
向
け
、
チ
ー
ム
と
し
て
気
持

ち
を
ま
と
め
て
臨
み
、
本
番
で
は
会
場
を
沸
か

せ
る
一
体
感
の
あ
る
演
技
を
披
露
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　

杉
本
さ
ん
は
、
中
学
進
学
後
も
チ
ア
ダ
ン
ス

は
続
け
、
技
術
・
心
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
て
全

国
大
会
を
目
指
し
た
い
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

経
済
産
業
大
臣
表
彰
を
ダ
ブ
ル
受
賞

福
井
県
優
秀
技
能
者
表
彰
受
賞

全
日
本
チ
ア
ダ
ン
ス
選
手
権
大
会
２
０
１
６

武澤さん（左）、司辻さん（右）受賞の報告に来庁された森國さん

ポーズを決める杉本さん（上段右から3番目）

　

第
41
回
あ
さ
ひ
ま
つ
り
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

の
入
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
。
応
募
総
数

２
８
４
点
の
作
品
の
中
か
ら
、
写
真
部
門
で

は
、
竹
内
勧
さ
ん
（
福
井
市
）
の
「
出
発
前
の

儀
式
」
が
、
ポ
ス
タ
ー
部
門
で
は
、
菱
田
貴
子

さ
ん
（
愛
知
県
愛
西
市
）
の
「
眼
光
」
が
越
前

町
長
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

写
真
部
門

　

推
薦

　
　

越
前
町
長
賞

　
　
　

竹
内　
　

勧
（
福
井
市
）

　

特
選

　
　

あ
さ
ひ
ま
つ
り
実
行
委
員
長
賞

　
　
　

髙
橋　

豊
子
（
鯖
江
市
）

　
　

越
前
町
商
工
会
賞

　
　
　

小
林　

満
作
（
愛
知
県
愛
西
市
）

　
　
（
一
社
）
越
前
町
観
光
連
盟
会
長
賞

　
　
　

長　
　

武
彦
（
福
井
市
）

　
　

福
井
県
カ
メ
ラ
商
組
合
長
賞

　
　
　

増
田　

松
則
（
福
井
市
）

　
　

福
井
新
聞
社
賞

　
　
　

玉
村　

時
雄
（
越
前
市
）

　

入
選

　
　
　

牧
野　

良
一
（
福
井
市
）

ポ
ス
タ
ー
部
門

　

推
薦

　
　

越
前
町
長
賞

　
　
　

菱
田　

貴
子
（
愛
知
県
愛
西
市
）

　

特
選

　
　

あ
さ
ひ
ま
つ
り
実
行
委
員
長
賞

　
　
　

渡
辺　
　

繁
（
愛
知
県
津
島
市
）

「
第
41
回
あ
さ
ひ
ま
つ
り
」
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
者
発
表

　
　

越
前
町
商
工
会
賞

　
　
　

山
岸　

哲
夫
（
越
前
市
）

　
　
（
一
社
）
越
前
町
観
光
連
盟
会
長
賞

　
　
　

坂
井　

佳
代
子
（
福
井
市
）

　
　

福
井
県
カ
メ
ラ
商
組
合
長
賞

　
　
　

陸
浦　

勝
幸
（
愛
知
県
弥
富
市
）

　
　

福
井
新
聞
社
賞

　
　
　

加
藤　

隆
章
（
愛
知
県
津
島
市
）

　

入
選

　
　
　

上
野
由
美
子
（
愛
知
県
稲
沢
市
）

▲ポスター部門「眼光」 ▲写真部門「出発前の儀式」

《越前町長賞受賞作品》

　

11
月
27
日
、
宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
、
町
内
4
地
区
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営

委
員
が
一
堂
に
会
し
て
の
交
流
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。
各
地
区
で
の
活
動
事
例
の
報
告
の
後
、

蟹
汁
や
た
け
の
こ
の
肉
ま
ん
な
ど
、
各
地
区
の

名
物
を
持
ち
寄
っ
て
の
昼
食
会
で
、
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
た
雰
囲
気
の
中
、
自
由
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、 「
地
域
が
抱
え
る
共
通
の

課
題
に
つ
い
て
話
が
で
き
た
」、 「
他
地
区
の
活

動
が
参
考
に
な
っ
た
」
な
ど
の
声
も
聞
か
れ
、

有
意
義
な
交
流
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

越
前
町
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
委
員
交
流
会
が
開
か
れ
ま
し
た

　

12
月
10
日
・
11
日
、
陽
光
館
で
、
宿
泊
研
修
「
わ
く
わ
く
リ
ー
ダ
ー
ス
ク
ー
ル
」
が
開
か
れ
、
町

内
小
学
4
〜
6
年
生
32
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
講
式
の
後
、
子
ど
も
た
ち
は
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
1
本
の
ロ
ー
プ
状

の
電
飾
で
音
符
や
星
な
ど
の
形
を
つ
く
る
の
に
、
子
ど
も
た
ち
は
試
行
錯
誤
を
重
ね
、
知
恵
を
出
し

合
い
ま
し
た
。で
き
上
が
っ
た
作
品
は
、朝
日
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
共
に
道
の
駅「
パ
ー
ク
イ
ン
丹
生
ヶ
丘
」

で
冬
の
夜
を
彩
り
ま
す
。夕
食
後
に
は
、中
学
生
の
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー

ダ
ー
と
一
緒
に
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
、大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

翌
日
は
、
織
田
小
学
校
体
育
館
で
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
が
開

か
れ
、
町
内
小
学
1
〜
6
年
生
約
１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

地
区
や
学
校
の
垣
根
を
越
え
た
チ
ー
ム
編
成
で
し
た
が
、
大
会
が

終
わ
る
頃
に
は
、
子
ど
も
た
ち
は
す
っ
か
り
打
ち
解
け
た
様
子
で

し
た
。

　

こ
の
2
日
間
は
、
中
学
生
の
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
が
進
行
や
審

判
な
ど
を
務
め
、
会
場
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

12
月
4
日
、
越
前
が
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
、
大
間
主
任
研
究
員

に
よ
る
「
か
に
塾
」
が
開
か
れ
、
9
組
20
人
の
親
子
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

前
回
の
「
海
の
ふ
し
ぎ
」
に
続
き
、
今
回
は
「
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
の

生
態
」
を
テ
ー
マ
に
、
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
と
は
何
か
、
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
の

生
活
史
に
つ
い
て
小
学
生
の
親
子
が
熱
心
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
が
、
長
い
間
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
生
活
を
経
て
立
派
な
姿
に
成
長
す
る
こ
と
に
び
っ
く
り
し

て
い
ま
し
た
。

　
「
か
に
塾
」
は
、
年
3
回
程
度
開
く
予
定
で
、
海
や
町
の
漁
業

を
様
々
な
観
点
か
ら
学
べ
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
て
、
小
さ
い

頃
か
ら
漁
業
や
水
産
業
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
漁
業

の
担
い
手
育
成
に
繋
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

越
前
町
子
ど
も
会
「
わ
く
わ
く
リ
ー
ダ
ー
ス
ク
ー
ル
」・「
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
」

第
2
回
か
に
塾
「
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
の
生
態
」

みんなで知恵を出し合ったイルミネーション作り

えちぜんまちの話題をお届けします T o p i c s
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11
月
13
日
、
若
狭
町
三
方
体
育
館
で
、
第
39

回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
剣
道
交
流
大
会
福
井

県
予
選
会
が
開

か
れ
、
交
流
の

部
団
体
戦
で
織

田
剣
道
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
が
見

事
優
勝
に
輝
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
11
月

20
日
に
開
か
れ

た
、
北
陸
最
大

の
少
年
剣
道
大

会
の
第
39
回
凌

雲
館
幼
少
年
親

織
田
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
優
勝

善
剣
道
富
山
大
会
で
、
山
本
天
晴
さ
ん
（
城
崎

小
4
年
）
が
4
年
生
個
人
の
部
で
3
位
に
、
12

月
4
日
に
は
、相
馬
快
成
さ
ん
（
織
田
小
6
年
）

が
第
37
回
少
年
剣
道
芦
原
大
会
で
、
個
人
戦
3

位
入
賞
と
健
闘
を
見
せ
ま
し
た
。

　

日
頃
の
稽
古
の
成
果
が
現
れ
、
い
ず
れ
の
試

合
も
好
成
績
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

団
体
戦
の
オ
ー
ダ
ー

　

先　

鋒　

山
本　

天
晴
（
城
崎
小
4
年
）

　

次　

鋒　

矢
田
部　

凌
（
織
田
小
5
年
）

　

中　

堅　

三
原　

大
和
（
朝
日
小
5
年
）

　

副　

将　

三
原　

瑚
白
（
朝
日
小
6
年
）

　
　

〃　
　

岩
﨑　

成
生
（
城
崎
小
4
年
）

　

大　

将　

相
馬　

快
成
（
織
田
小
6
年
）

優勝した織田剣道スポーツ少年団のみなさん

優勝した福井138クラブのみなさん

▲入賞した朝日ボーイズ・朝日ホッケースポーツ少年団のみなさん

▲入賞した朝日中学校男女チームのみなさん

　

10
月
30
日
、
兵
庫
県
ウ
ィ
ン
ク
体
育
館
で
、
２
０
１
６

全
日
本
男
女
混
合
綱
引
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
選
手
権

の
部
で
、
福
井
１
３
８
ク
ラ
ブ
が
予
選
を
4
勝
全
勝
で

勝
ち
上
が
り
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
し
ま
し
た
。

　

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
は
、
1
回
戦
で
和
歌
山
、
2
回

戦
で
大
阪
、
決
勝
で
滋
賀
と
対
戦
し
見
事
優
勝
に
輝
き
ま

し
た
。

　

福
井
１
３
８
ク
ラ
ブ
は
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
も

１
度
も
負
け
る
こ
と
な
く
、
全
て
の
試
合
を
2
対
0
で
勝

利
し
、
圧
倒
的
な
強
さ
を
見
せ
ま
し
た
。

２
０
１
６
全
日
本
男
女
混
合
綱
引
大
会

　

11
月
19
日
・
20
日
、
滋
賀
県
立
伊
吹
運
動
場

で
、
第
39
回
西
日
本
中
学
生
6
人
制
ホ
ッ
ケ
ー

選
手
権
大
会
が
開
か
れ
、
朝
日
中
学
校
男
女
各

チ
ー
ム
、
織
田
中
学
校
男
女
各
チ
ー
ム
（
女
子

は
鯖
江
中
学
校
と
の
混
合
）が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
会
場
で
、
11
月
26
日
・
27
日
に
小
学

生
の
部
が
開
か
れ
、
朝
日
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
男
女
各
チ
ー
ム
、
Ｅ
ｃ
ｈ
ｉ
ｚ
ｅ
ｎ
Ｈ

Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｓ
２
男
女
各
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

第
39
回
西
日
本
小
学
生
・
中
学
生
6
人
制
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

人事行政の運営等の状況を公表します

◎職員の平均年齢、平均給料月額、平均給与月額の状況
区　　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一 般 行 政 職 43.5歳 304,900円 335,053円

技 能 労 務 職 53.3歳 265,500円 275,581円

※１ 一般行政職とは、税務職、看護・保健職、福祉職、企業職、技能労務職などの職に該当しない職員です。
※２ 平均給料月額とは、平成28年4月1日現在の各職種の職員の平均給料月額です。
※３ 平均給与月額とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、住居手当、時間外勤務手当など諸手当の額を合

計したものです。

◎人件費の状況（平成27年度普通会計決算）　

住民基本台帳人口
（平成28年1月1日現在） 歳出額

A
実質収支 人件費

B
人件費率

B/A

22,652人 14,247,400千円 846,725千円 2,024,601千円 14.2％

※人件費には、職員給与のほか、町長など特別職の給与、議員報酬、退職手当組合負担金、地方公務員共済組合負担金などを含みます。

◎部門別職員数の状況

区　　　分
職　　　　員　　　　数 対前年

増減数平成27年 平成28年

一般行政部門 202人 186人 △16人

教 育 部 門 　55人 　55人 　　0人

普 通 会 計　計 257人 241人 △16人

公営企業等部門 　25人 　25人 　　0人

合 　 　 　 計 282人 266人 △16人

※各年とも4月1日現在。

◎職員の期末手当・勤勉手当の状況
　（平成27年度支給割合）

区　　　分 期末手当 勤勉手当 計

 ６　月　期 1.225月 0.75月 1.975月

12　月　期 1.375月 0.85月 2.225月

計 2.60月 1.60月 4.20月

加算措置の状況 職務上の段階、職務の級等によ
り加算措置があります。

◎特別職の給料、報酬等の状況
　（平成28年4月1日現在）

区　　　分 給料または
報酬月額

期末手当
（平成27年度支給割合）

町　　　長 880,000円    6 月期 1.475月
  12月期 1.625月
　   計   3.10月
［加算措置：20％］

副　町　長 680,000円

教　育　長 580,000円

議　　　長 320,000円    6 月期   1.00月
  12月期   2.00月
  　 計   3.00月
［加算措置：15％］

副　議　長 250,000円

議　　　員 240,000円

問合せ先　総務課　☎34‒8700

大
会
結
果

　

中
学
男
子
の
部

　
　

優　

勝　

朝
日
中
学
校
（
2
連
覇
）

　
　

3　

位　

朝
日
ク
ラ
ブ

　

中
学
女
子
の
部

　
　

3　

位　

朝
日
中
学
校

　

小
学
男
子
の
部

　
　

3　

位　

朝
日
ボ
ー
イ
ズ

　

小
学
女
子
の
部

　
　

準
優
勝　
朝
日
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　町の人事行政の透明性、公平性を図るため、「地方公務員法及び越前町人事行政の運営等の状況の公表に関する条
例」に基づき、町職員の給与や職員数などの人事行政の運営等の状況を公表します。

その他、職員手当、勤務条件、分限および懲戒処分、服務、研修、
福祉、公平委員会の状況は、町ホームページで公表しています。

えちぜんまちの話題をお届けします T o p i c s

広報 えちぜん 6平成29年１月号広報 えちぜん7 平成29年１月号

町からのお知らせ



防災行政無線テレフォンサービス（直近に放送した内容が確認できます）
☎34‒1444　☎34‒1445　☎34‒0866

　

県
で
は
、
都
市
圏
に
お
住
ま
い
の
若
者
を
対

象
に
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
フ
ェ
ア
を
開
き
、
就
職
相

談
や
県
内
企
業
の
出
張
説
明
を
行
い
ま
す
。
Ｕ

タ
ー
ン
を
考
え
て
い
る
ご
家
族
に
、
ぜ
ひ
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

日
時
・
会
場

　

大
阪

　
　

1
月
22
日
㈰　

午
後
1
時
〜
5
時

　
　

会
場　

グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト
大
阪
タ
ワ
ー

　
　
　
　
　

Ｂ
17
階
（
大
阪
市
北
区
大
深
町
）

子
育
て
世
帯
の
移
住
幸
福
度
№
1
の
福
井
県
へ
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
し
ま
せ
ん
か

　

東
京

　
　

1
月
29
日
㈰　

午
後
1
時
〜
5
時

　
　

会
場　

丸
の
内
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ　

27
階

　
　
　
　
　
（
千
代
田
区
丸
の
内
）

対
象
者　

20
代
か
ら
30
代
前
半
の
人

問
合
せ
先　

福
井
県
若
者
・
定
住
支
援
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
６‒

２
０‒

０
３
８
７

消防署からのお知らせ

　町民が安心して暮らせるまち、災害に強いまち「越前町」を目指して、
各地区から団員・女性消防隊員総勢288人、消防車両14台が、朝日地区
に集結し、越前消防団出初式を行います。

平成29年 越前消防団出初式

一斉放水会場で限定200人にまとい餅を配布します。

※時間は、前後する場合がござい
　ますのでご了承ください。

（1）分列行進　　越前町西田中　勤労青少年ホーム南側道路 …午後1時15分～ 1時25分
（2）式　　典　　越前町内郡　越前町生涯学習センター ……午後1時50分～ 2時50分
（3）一斉放水　　越前町西田中　越前町役場駐車場 ………………… 午後3時～ 3時30分

1月8日（日）　　午後1時～ 3時30分日　時

昨年の出初式の様子

越
前
町
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
若
者
就
職
奨
励
金

　

越
前
町
に
移
住
し
て
、
町
内
外
の
事
業
所
で

定
職
に
就
い
た
若
者
に
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

交
付
対
象
者
（
①
〜
⑤
の
す
べ
て
を
満
た
す
人
）

①
県
外
に
1
年
以
上
居
住
し
、
町
に
住
民
票

を
有
す
る
人

②
事
業
所
に
正
規
雇
用
さ
れ
た
人

③
採
用
か
ら
6
か
月
以
上
継
続
し
て
雇
用
さ

れ
て
い
る
人

④
採
用
時
の
年
齢
が
30
歳
未
満
の
人

⑤
奨
励
金
の
交
付
を
受
け
て
か
ら
5
年
以
上

町
に
定
住
し
よ
う
と
す
る
人

奨
励
金
の
額　

1
人
に
つ
き
5
万
円

越
前
町
地
元
大
学
等
卒
業
生
就
職
奨
励
金

　

県
内
の
大
学
や
短
期
大
学
、
専
門
学
校
な
ど

を
卒
業
し
、
町
内
外
の
事
業
所
で
定
職
に
就
い
た

若
者
に
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

交
付
対
象
者
（
①
〜
⑤
の
す
べ
て
を
満
た
す
人
）

就
職
関
係
奨
励
金
の
お
知
ら
せ　
〜
平
成
27
年
4
月
1
日
以
降
に
就
職
し
た
人
へ
〜

①
町
に
住
民
票
を
有
す
る
人

②
事
業
所
に
正
規
雇
用
さ
れ
た
人

③
採
用
か
ら
6
か
月
以
上
継
続
し
て
雇
用
さ

れ
て
い
る
人

④
採
用
時
の
年
齢
が
30
歳
未
満
の
人

⑤
奨
励
金
の
交
付
を
受
け
て
か
ら
5
年
以
上

町
に
定
住
し
よ
う
と
す
る
人

奨
励
金
の
額　

1
人
に
つ
き
5
万
円

問
合
せ
先　

就
労
支
援
室　

☎
３
４‒

８
７
０
５

問合せ先　鯖江・丹生消防組合消防署 丹生分署　☎36‒0119

通行止予告

分列行進

たじま酒屋 いろは軒

※午後1時～ 1時30分までの間、図の区間が通行止めになります。

制度名 商工業育成資金利子補給制度 創業支援対策事業利子補給制度 中小企業退職金共済制度
加入促進補助制度

対象者

1 町内で同一事業を1年以上経営している
もの

2 町内の商工会員、越前焼工業協同組合員
および準組合員であるもの

3 申請時に納期到来した町税を完納して
いるもの

4 町の健全な発展に貢献していると認め
られるもの

1 資本金もしくは出資金3,000万円以下、
または、従業員が100人以下の個人や
法人

2 町内の商工会員で、国・県・公庫などの
制度資金と金融機関の融資を受けてい
るもので、商工会の審査を得たもの

3 町内に本社や本店を有するもの
4 申請時に納期到来した町税などを完納
しているもの

1 町内に事業所を有する企業で、雇用する
従業員について、「中小企業退職金共済制
度」に新たに加入し、契約の日の属する
月から起算して12カ月分の掛金を納入
したもの

2 町税の納税義務者で、納期の到来した
税額を完納しているもの

対象と
なる資金

1 日本政策金融公庫貸付金
2 福井県商工貯蓄共済制度資金
3 福井県制度資金

1 店舗や工場を新設し、事業を始めるた
めの運転資金、設備資金

2 新規部門の導入を行う店舗または工場
の増改築のための運転資金、設備資金

補給額
借入金額の0.3%以内

（対象借入限度額　1,000万円）

融資を受けた資金に対する支払利子額の
1/2以内
●新規事業の限度額
　3,000万円、年利4%（3年以内）
●新規部門導入の限度額
　1,000万円、年利3%（2年以内）

契約締結時の共済掛金月額の
12カ月分の20%

申請書
提出先

商工会員…………………… 越前町商工会
越前焼工業協同組合員、準組合員
……………………… 越前焼工業協同組合

越前町商工会 商工観光課

提出期限 1月10日（火） 1月10日（火） 1月31日（火）

　　　　　　　　　　　  越前町商工業支援制度のご案内 提出期限が迫っています

問合せ先　商工観光課　☎34‒8720
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武生税務署からのお知らせ

ご不明な点は、お電話で問い合わせることができます。

上記以外の確定申告の一般的なご質問は、武生税務署までお問い合わせください。

問合せ先　武生税務署　☎22-0890

確定申告は、自分で作成して、早めの提出をお願いします

平成28年分の確定申告の期限は…
所得税・復興特別所得税・贈与税　3月15日㈬
個人事業者の消費税・地方消費税　3月31日㈮

「本人確認書類」の例
例1）マイナンバーカードのみ【個人番号と身元の両方の確認ができます】
例2）マイナンバー通知カード【個人番号確認】＋運転免許証など【身元確認】
※控除対象配偶者や扶養親族、事業専従者などの本人確認書類は不要です。

　税務署の確定申告会場で確定申告書を作成される人は、開設日以降にお越しください。
　なお、税務署の確定申告会場の受付時間は、午前9時から午後4時までです。混雑状況により、午後4時前であっ
ても受付を終了する場合があります。

1　確定申告会場の開設は、2月16日㈭からです

　今回提出される平成28年分の確定申告書には、申告者ご本人や控除対象配偶者や扶養親族、事業専従者などの
マイナンバーの記載が必要です。
　また、申告者ご本人の本人確認書類の提示または写しの添付が必要です。

3　マイナンバーの記載漏れにご注意ください

確定申告書等作成
コーナーについて
（e-Tax）

マイナンバー
について

e-Tax・作成コーナーヘルプデスク　☎0570‒01‒5901

e-Tax利用開始の手続き、確定申告書等作成コーナーの操作のご質問
※月曜～金曜日　午前9時～午後5時（祝日や年末年始を除きます。）

マイナンバー総合フリーダイヤル　☎0120‒95‒0178

マイナンバーカードに係るICカードリーダライタの設定、パソコン操作のご質問
※月～金曜日　午前9時30分～午後8時　土日・祝日　午前9時30分～午後5時30分（年末年始を除きます。）
※受付時間は変更になる場合があります。

住民税の申告について

Ｑ1 昨年は収入がなかったのですが、住民税の申告をする必要はありますか？
Ａ1 申告をする年の1月1日時点で町に住所がある人は、収入の有無にかかわらず前年中の収入状況を申告して

いただく必要があります。ただし、次の人は住民税申告をする必要はありません。

1 . 所得税の確定申告をした人

2 . 給与所得者で給与支払報告書（年末調整が済んでいるもの）が勤務先から町に
提出され、かつ給与所得以外に所得がない人

3 . 所得が老齢年金のみの人（ただし、扶養・社会保険料・医療費・生命保険料・
その他の控除を受けようとする人は、申告をしてください。）

4 . 同一世帯の人の確定申告書、勤務先での年末調整、または住民税申告書に扶養
親族として記載されている人で、前年中所得がなかった人

Ｑ2　住民税の申告をしないとどうなりますか？
Ａ2 所得証明書を発行できず、保育所の入所や金融機関への申込みなど各種申込みができない場合があります。

また、国民健康保険税などの軽減の特例や、給付金や補助金などの支援を受けることができません。

問合せ先　税務課　☎34‒8709

税　の　質　問　箱

平成28年度 工事等発注一覧（予定価格250万円以上）  11月16日～12月15日
工　　　事　　　等　　　名 地　係 請負金額 請負業者名 主　管　課

越前町行政情報通信ネットワークセキュリティ強靭化環境整備・
強靭化クラウド型サービス利用業務

越 前 町
役場ほか 76,215,600

NTT ビジネスソ
リューションズ㈱
北陸支店　福井営業所

総 務 課

平成28年度　上山中地区農業用用排水施設整備工事 （その1） 上 山 中 2,214,000 ㈱ホーエ組 農林水産課

平成28年度　城ヶ谷ため池堤体保全工事 織 田 4,179,600 ㈲オタ商事 農林水産課

平成28年度　町道沖田・笈松線道路改良工事 （その10） 入 尾 9,072,000 オタ建設㈱ 建 設 課

平成28年度　町道沖田・笈松線道路改良工事 （その11） 入 尾 17,064,000 オタ建設㈱ 建 設 課

平成28年度　町道市姫線道路改良工事 乙 坂 3,218,400 西田中建設㈱ 建 設 課

平成28年度　厨区特定空き家等解体工事 厨 1,998,000 ㈲ニューチップ 定住促進課

平成28年度　都市再生整備計画事業　公園外構整備工事 気 比 庄 5,005,800 大門建設㈱ 定住促進課

問合せ先　監理課　 ☎34‒8719

　国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp）の「確定申告書等作成コーナー」では、画面の案内に従って金額
などを入力すれば、税額が自動計算され、所得税及び復興特別所得税、消費税及び地方消費税（個人）、贈与税の申
告書や青色申告決算書などが作成できます。
　作成した申告書などを印刷して、郵送などにより税務署へ提出することができます。
また、同コーナーの画面上からそのまま e-Tax（国税電子申告・納税システム）を利用
して、税務署に申告することもできます。
　確定申告会場は大変混雑しますので、「確定申告書等作成コーナー」を活用し、ご自宅
で申告書を作成し、ご提出ください。
　給与・年金収入のみの人は、簡単な操作で申告書が作成できます。

2　確定申告書の作成は、国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」で

　町では、町税などの滞納により差し押えた財産を、インターネット上（ヤフー株式会社が運営するインターネッ
トオークション）で、公売を行います。
　公売に参加するには、参加申込み期間中に申込み手続きを行う必要があります。詳しくは、町ホームページ、ま
たは、YAHOO! JAPANの「官公庁オークション」（「越前町」で検索）をご覧ください。

1月公売日程
　物件の公開・参加申込み期間　1月10日㈫　午後1時～ 1月23日㈪　午後11時
　入 札（せ り 売 り）期 間　1月30日㈪　午後1時～ 2月1日㈬　午後11時

問合せ先　税務課　☎34‒8709

インターネット公売のお知らせ
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朝日総合運動場人工芝ホッケー場
福井県立ホッケー場
平成30年10月4日㈭～10月8日㈪

男女共同参画・人権のとびら男男女女共共同同参参画画・人人権権ののととびびらら

　12月7日、人権擁護委員が朝日小学校で人権教室をおこないました。
　2年生が、委員による紙芝居「ぐらぐらもりのおばけ」を鑑賞し、いじめなどに
ついて考え、相手を思いやる心や命の尊さを学びました。
　また、人権イメージソング「世界をしあわせに」をみんなで手をつなぎ、人 KEN
まもる君を囲みながら、元気よく合唱しました。

参加した児童の感想
・いじめをしてはいけないことがわかりました。
・人にやさしくしたいと思いました。

問合せ先　男女共同参画・人権室　 ☎34‒8715

人権教室  in  朝日小学校

Vol.7

▲人権教室の様子 ▲人権コーナー

人権イメージキャラクター
人KENまもる君

問合せ先　福井しあわせ元気国体越前町実行委員会事務局（国体推進室内）
　　　　　☎34‒8701

マイナンバーキャラクター
マイナちゃん

　

平
日
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
受
け
取
れ

な
い
人
の
た
め
に
交
付
窓
口
を
開
き
ま
す
。

日　

時　

2
月
5
日
㈰

　
　
　
　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分　

場　

所　

住
民
環
境
課

※
受
付
で
き
る
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
2
月
3
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
の
ご
予
約

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

住
民
環
境
課　

☎
３
４‒

８
７
０
８

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
休
日
交
付
の
お
知
ら
せ

みんなで参加しよう！デモンストレーションスポーツ
　福井しあわせ元気国体では、正式競技として行われる競技の他に、子どもからお年
寄りまで、年齢性別問わず誰でも気軽に参加できる競技があります。
　それが「デモンストレーションスポーツ」（通称デモスポ）です。国体開催期間中、
県内各地で手軽にできるウォーキングから競技性の高いスポーツチャンバラまで27
種目が実施され、町では、 「ペタンク」、 「6人制ホッケー」の2種目が行われます。
　福井しあわせ元気国体に向けて、県では「1県民1スポーツ」運動を進めています。

これは、自分の体力や目的にあわせて、県民一人ひとりに、
日常的にスポーツや運動に取り組んでもらおうという運動です。
　みなさんも、福井しあわせ元気国体開催を機会に、自分にぴったりの競技を探
して、デモスポにチャレンジしてみましょう。
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織
田
文
化
歴
史
館
で
は
保
管
資
料
保
護
の
た

め
、
く
ん
蒸
作
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

実
施
期
間
中
は
臨
時
休
館
と
な
り
ま
す
の
で
、

利
用
者
の
み
な
さ
ん
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

織
田
文
化
歴
史
館　

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ休

館
期
間　

1
月
16
日
㈪
〜
19
日
㈭

問
合
せ
先　

織
田
文
化
歴
史
館

　
　
　
　
　

☎
３
６‒

２
２
８
８

　

昨
年
11
月
20
日
、
奈
良
県
で
、
寺
院
施
設
内

の
国
指
定
文
化
財
な
ど
に
液
体
が
散
布
さ
れ
る

事
件
が
起
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
幸
い
に
も
町
内
で
は
事
件
の
報
告
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
文
化
財
の
防
犯
対
策
に
は
、

所
有
者
・
管
理
者
の
み
な
さ
ん
、
文
化
財
を
有

す
る
地
区
の
み
な
さ
ん
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

町
の
宝
で
あ
る
文
化
財
を
守
る
た
め
、
所
在
確

町
の
文
化
財
を
み
ん
な
で
守
り
ま
し
ょ
う

認
、
点
検
な
ど
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

文
化
財
に
異
常
を
発
見
し
た
、
不
審
な
人
物

や
車
両
を
見
か
け
た
際
は
、
教
育
委
員
会
、
ま

た
は
、
警
察
署
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　

織
田
文
化
歴
史
館　

☎
３
６‒

２
２
８
８

　

鯖
江
警
察
署　

☎
５
２‒

０
１
１
０

　

こ
の
制
度
は
、
生
計
を
一
に
し
て
い
た
父
母

や
未
成
年
後
見
人
を
交
通
災
害
な
ど
で
失
っ
た

児
童
が
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
に
入
学

す
る
際
に
支
度
金
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。
支

度
金
は
、
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
世
帯
、
町

民
税
の
所
得
割
が
か
か
っ
て
い
な
い
世
帯
の
保

護
者
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

交
通
災
害
等
と
は

交
通
災
害
、
労
働
災
害
、
地
震
や
水
害
な
ど

の
天
災
、
病
死
な
ど

支
度
金
の
額

　

小
学
校
入
学　

4
万
円

　

中
学
校
入
学　

4
万
5
千
円

　

高
等
学
校
入
学　

6
万
円

　
「
小
さ
な
親
切
」
運
動
は
、
織
田
地
区
で
は

平
成
4
年
か
ら
、
越
前
地
区
で
は
平
成
16
年
か

ら
活
動
し
て
き
ま
し
た
が
、
朝
日
・
宮
崎
地
区

を
含
め
た
町
全
体
と
し
て
活
動
し
て
行
こ
う
と

い
う
気
運
が
高
ま
り
、 「
小
さ
な
親
切
」
運
動

越
前
町
支
部
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
小
さ
な
親
切
」
運
動
と
は
、
挨
拶
は
か
な

ら
ず
し
ま
し
ょ
う
、
人
が
困
っ
て
い
る
の
を
見

た
ら
手
伝
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
、
な
ど
の
8
か

条
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
日
常
生
活
で
の
当
た
り

前
の
こ
と
を
大
切
に
し
、
善
意
と
や
さ
し
さ

を
、
勇
気
を
持
っ
て
実
行
し
、
理
解
と
賛
同
を

広
め
よ
う
と
す
る
運
動
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
一
斉
清
掃
や
空
き
缶
拾
い
な

ど
の
環
境
美
化
活
動
や
、
地
域
の
モ
デ
ル
校
と

福
井
県
交
通
災
害
等
遺
児
就
学
支
度
金
の
お
知
ら
せ

「
小
さ
な
親
切
」
運
動
越
前
町
支
部
が
発
足
し
ま
し
た

必
要
な
書
類

申
請
書
、
戸
籍
謄
本
、
住
民
票
謄
本
、
世
帯

全
員
の
所
得
証
明
書
、
通
帳
の
コ
ピ
ー

高
等
学
校
入
学
者
は
入
学
を
証
明
す
る
も
の

（
在
学
証
明
書
な
ど
）

提
出
期
限

　

小
中
学
校
入
学
者　

1
月
30
日
㈪

高
等
学
校
入
学
者
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先　

福
祉
課　

☎
３
４‒

８
７
２
５

連
携
し
、
あ
い
さ
つ
を
通
し
て
青
少
年
の
健
全

育
成
に
つ
な
げ
よ
う
と
い
う
活
動
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

現
在
の
会
員
は
、
約
50
人
で
す
。
活
動
に
賛

同
、
ま
た
は
関
心
の
あ
る
人
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。　

問
合
せ
先　

生
涯
学
習
課　

☎
３
４‒

２
０
０
０



A word from the international arena...

Vol.120
国際交流室から一言

ホストファミリー交流会を開きました

平成28年度オーストラリア国際交流事業の選考会

問合せ先　越前町国際交流協会（国際交流室内）　☎34‒8713

　12月3日、越前町生涯学習センターで、昨年10月にオーストラリアの学生が町を訪問した際、ホ
ストファミリーとして留学生を受け入れていただいた8家族が集合し、受入れの経験を話しながら交
流を深めました。この交流会は、ホストファミリーのネットワークの強化と次回の受入れ体制の改善
を目的としています。
　受入れのときに困ったことや、良かったことなどをお互いに確認し、共通の体験の話題で盛り上が
りました。また、受入れの改善案として、越前町国際交流協会事務局への要求もありました。ホストファ
ミリーが交流できる有意義な機会を増やしていきたいと思います。

ホストファミリーのみなさんの一言

・今回は、2回目の受入れです。少しは理解していたので子どもたちを楽しませてあげることが
できたと思います。英語があまりできないので言葉を話すのが大変でした。でも、留学生は自
分から伝えようとしてくれたので何とか通じました。 （河合ファミリー）

派遣生の一言

　私は、ずっと前から外国に行ってみたいと思っていました。また、オーストラリアの生徒たち
が私たちの学校に来たとき、もっと話してみたいと思いました。
　今回の募集があり、オーストラリアでいろいろな経験ができるチャンスだと思い、応募しました。

・今回受け入れた生徒はベジタリアンで、魚から取った出
汁もダメでした。そのため外出したときにうどんを注文
しましたが、うどんに何もかけずにそのまま食べていて、
その出来事がとても印象的でした。

（上坂ファミリー）

　3月15日（水）から28日（火）の14日間、16人の町内中高生が南オーストラリア州のバードウッド
高校へ派遣される予定です。
　今回の派遣16人の枠に対して、33人の応募がありました。筆記試験や面接試験、ホストファミリー
の実績を基準に選考会が行われました。
　選考の結果、今回は、丹生高校2人、朝日中学校4人、宮崎中学校2人、越前中学校1人と織田中学
校の7人が派遣される生徒として選ばれました。
　派遣される生徒は、10回程度の事前研修を受けます。事前研修では、コミュニケーション能力や、オー
ストラリアの文化、日本と町の文化や歴史などを学びます。また、この研修を通して違う学校から集まっ
た生徒が仲良くなることもひとつの狙いです。
　町の代表としてふさわしい生徒がオーストラリアへ派遣できるように、家族のみなさん、地域のみな
さんと一緒に連携をとってがんばりたいと思います。
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町からのお知らせみんな集まれ

　

こ
の
講
習
会
で
は
、
突
然
心
臓
が
止
ま
っ
た

人
に
対
す
る
応
急
手
当
を
学
ん
で
い
た
だ
き
ま

す
。
突
然
の
心
臓
停
止
の
原
因
の
多
く
が
心
室

細
動
と
い
う
、
心
臓
が
突
然
痙
攣
し
全
身
に
血

液
を
送
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
に
な
る
こ
と

に
よ
り
ま
す
。
そ
の
痙
攣
を
取
り
除
く
の
が
Ａ

Ｅ
Ｄ（
電
気
シ
ョ
ッ
ク
）で
す
。
心
臓
マ
ッ
サ
ー

ジ
な
ど
の
心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
対
応
が

早
け
れ
ば
早
い
ほ
ど
助
か
る
確
率
が
上
が
り
ま

す
。
大
切
な
命
を
救
う
の
は
あ
な
た
で
す
。

心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会
の
ご
案
内

日
時
・
場
所

　

2
月
4
日
㈯

　
　

午
前
8
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
　

朝
日
分
遣
所

　

2
月
19
日
㈰

　
　

午
前
8
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
　

鯖
江
・
丹
生
消
防
組
合
丹
生
分
署

　

2
月
26
日
㈰

　
　

午
前
8
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
　

越
前
分
遣
所

講　
　

師

　

鯖
江
・
丹
生
消
防
組
合
職
員

定　
　

員

　

15
人
（
事
前
の
申
込
み
が
必
要
で
す
）

参
加
費　

無
料

※
講
習
を
受
け
た
人
に
は
、
普
通
救
命
講
習

修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。

※
運
動
の
で
き
る
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

健
康
保
険
課　

☎
３
４‒

８
７
１
０

　

雨
田
光
平
記
念
館
で
は
現
在
、
館
蔵
品
に
よ

る
冬
の
展
示
「
雪
を
え
が
き
雪
を
う
た
う
」
を

開
催
中
で
す
。

　

北
陸
の
冬
の
象
徴
で
も
あ
る
雪
を
テ
ー
マ
に

し
た
雨
田
光
平
の
絵
画
や
短
歌
、
特
別
展
示
と

し
て
文
化
歴
史

館
所
蔵
資
料
の

陶
器
下
絵
の
中

か
ら
冬
を
テ
ー

マ
に
し
た
も
の

を
展
示
し
、
雪

や
冬
を
作
家
や

職
人
は
ど
の
よ

う
に
と
ら
え
て

い
た
の
か
を
紹

介
し
ま
す
。

雨
田
光
平
記
念
館　

冬
の
展
示
「
雪
を
え
が
き
雪
を
う
た
う
」
の
ご
案
内

会　
　

期

　

2
月
19
日
㈰
ま
で

　
（
会
期
中
の
休
館
日　

毎
週
月
曜
日
）　

開
館
時
間

　

午
前
10
時
〜
午
後
5
時

　
（
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

観
覧
料

　

一　

般　

１
０
０
円

　

団　

体　
（
20
人
以
上
）　

80
円

共
通
券

　
（
文
化
歴
史
館
共
通
）
２
０
０
円

※
中
学
生
以
下
、
70
歳
以
上
の
人
は
無
料
で

す
。
入
館
の
際
、
受
付
で
年
齢
の
わ
か
る

も
の
を
お
見
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　

雨
田
光
平
記
念
館　

☎
３
６‒

２
６
６
６

　

越
前
が
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、
日
本
絵
手
紙
協
会
公
認

講
師
の
山
下
秀
子
さ
ん
や
そ
の
教
え
子
さ
ん
た
ち
が
町
内
で

水
揚
げ
さ
れ
た
魚
を
描
い
た
「
越
前
お
魚
い
ろ
は
か
る
た
展
」

を
開
催
中
で
す
。

　

山
下
さ
ん
は
宿
区
の
出
身（
現
在
は
京
都
府
在
住
）
で
、
町

お
こ
し
に
協
力
し
た
い
と
い
う
思
い
で
、
京
都
の
絵
手
紙
教
室

の
教
え
子
の
み
な
さ
ん
と
4
年
前
か
ら
町
に
通
い
「
い
ろ
は
か

る
た
」
を
作
成
。
昨
年
つ
い
に
48
種
類
が
完
成
し
ま
し
た
。

会　
　

期　

1
月
31
日
㈫
ま
で

入
館
料　

無
料
（
越
前
が
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
内
に
入
る
場

合
は
、
別
途
入
館
料
が
必
要
）

問
合
せ
先　

越
前
が
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム　

☎
３
７‒

２
６
２
６

越
前
お
魚
い
ろ
は
か
る
た
展
の
ご
案
内

　

昨
年
大
好
評
だ
っ
た
「
懐
か
し
の
鯖
浦
線
」
の
映
像
上
映
会
を
、

リ
ク
エ
ス
ト
に
お
応
え
し
て
再
度
開
き
ま
す
。

　

前
回
の
映
像
に
新
た
な
写
真
や
資
料
も
加
わ
っ
て
、
さ
ら
に
充

実
し
た
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
見
逃
し
た
人
も
、「
懐
か
し

の
鯖
浦
線
」
の
思
い
出
に
浸
り
ま
せ
ん
か
？

日　
　

時　

1
月
29
日
㈰　

午
後
1
時
〜

会　
　

場　

宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

無
料

問
合
せ
先　

宮
崎
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　

☎
３
２‒

７
７
１
０

「
懐
か
し
の
鯖
浦
線
」
上
映
会
の
ご
案
内



早々と関東地方白くなる 冨田コズヱ
真っ白な日記帳から年始め 渡辺　照子川 柳生かされている幸を直ぐ忘れ 山田千栄子

子供らの意気込み語る白い息 松村　典子川 柳

丹 南 ケ ー ブ ル テ レ ビ ガ イ ド

※番組は予告なく変更されることがありますので、
ご了承ください。
※その他の番組の放送予定は、電話または丹南ケー
ブルテレビのホームページでご確認ください。

問合せ先  丹南ケーブルテレビ㈱　番組制作課
　　　　  ☎51－0101   Eメール／ smiletv@t-catv.co.jp
　　　　  URL／ http：//www.t-catv.co.jp

1月の越前町関連の番組放送予定

たんなんスマイルＴＶ（デジタル091ch）

※越前町いきいき情報局のバック
ナンバーは、町公式動画チャン
ネルでご覧いただけます。

図　書　館　だ　よ　り

雑誌「ダ・ヴィンチ」はいかが？

　「本のための雑誌」と友人に教えられた雑誌のひとつに、 「ダ・ヴィンチ」があります。本屋へ行って、出版されて
いる本を見ることは楽しいことです。図書館へ行って、新刊書のコーナーを見たり、所蔵する図書資料を見て歩い
たりするのも、楽しいことです。出版社などの本を扱うホームページを覗いてみるのも、楽しいことです。しかし、
そのほかに、新聞や雑誌に掲載される本の紹介文を読むのも、楽しいことです。
　新聞や雑誌に掲載される本の紹介や批評・評論は、個人や研究者の私見が反映されているので、好きではない人も
いらっしゃるでしょう。しかし、これと言って読みたいものがないときに、時々、「人が面白いと思うものは、いっ
たいどんなものだろうか？」という気持ちが起こり、それらに紹介された本に手を伸ばすことも、しばしば。時には、
すっぽりはまってしまい、紹介された著者の本を読み続けたり、シリーズを読み続けたりします。
　そのような、「何を読もうかな？」と思った時の参考に、この雑誌はいかがでしょうか？本に関するホームページ
も運営中です。そちらも、参考にしてみてください。
　「ダ・ヴィンチ」は、町立図書館が所蔵しています。ご希望の人は、図書館係員にお尋ねください。各分館の場合は、
少々、お時間をいただくことになりますが、お取り寄せいたします。

問合せ先　町立図書館　☎34‒0395
　　　　　宮 崎 分 館　☎32‒7712
　　　　　越 前 分 館　☎37‒7713
　　　　　織 田 分 館　☎36‒2288

■ 「越前町長新年を語る」
【1月1日㈰～1月3日㈫】

■ 「越前町いきいき情報局」
①7：55～　②12：55～
③19：55～毎日5分間放送中！
「小さな親切」運動
【1月4日㈬～1月20日㈮】
平成29年成人式
【1月21日㈯～2月3日㈮】

■ 「週刊丹南見聞録」
新春特別編丹南の3市町長に聞く
前編
【1月7日㈯～9日㈪・11日㈬】
後編
【1月14日㈯～16日㈪・18日㈬・19日㈭】

■ 「丹南のお店情報　みせばん」
岬茶屋　花のゆめ（日本料理）
【1月7日㈯～1月13日㈮】

■ 「こしの都　四季食めぐり」
秋、実りを食卓に
【1月21日㈯～1月27日㈮】

１月16日㈪～ 19日㈭は、
文化歴史館のくん蒸作業のため、臨時休館いたします。

※返却ポストもご利用いただけません。

織田分館臨時休館のお知らせ

1月の休館日　1～ 4・10・16・23・30 日　　開館時間　午前9時 ～午後5時（最終入館は午後4時30分）

越前陶芸村文化交流会館を楽しもう！　1月のイベント情報

　越前陶芸村文化交流会館は、県内に数台しかないスタインウェイ
のピアノを保有しています。そのピアノが1時間から手頃な料金で
演奏できるプランがあるのをご存知ですか？ピアノ演奏をされる人
が憧れるピアノであなたもレベルアップしませんか？

料　金　1時間　3,000円～　　時　間　午前9時～午後5時

　ご利用は個人練習に限ります。観客を伴う利用や大人数での利用
は別のプランとなりますのでご注意ください。事前予約が必要とな
ります。お気軽にお問い合わせください。

　ふくい「陶」ネットワーク加盟で東京・大阪・京都・広島・ペルーの
クスコ市などで数多くの個展を展開しているベロ亭賽窯・岩国英子氏
の作品展。作り手から使い手に作品と共に生き方をも手渡す「ベロ
亭やきもの＆詩キャラバン」を、全国600ケ所から世界へと繰り広げ、
女性ならではの個性的な発想の豊かさ、 やさしさ、面白さ、物その
ものの使いやすさ、軽さ、愉快さ、 ユニークさをこめた作品を発信。
ぜひこの機会にあなたの手に取って「岩国ワールド」をご体感くだ
さい。他の誰にもない色と形がそこにはあります。

STE I NWAY&SONS

1月 5日（木）～ 2月28日（火）

ピアノトレーニングプラン

ベロ亭賽窯　岩国英子作品展 越前焼で珈琲時間
常設展示 ＆ 利用

　越前焼窯元50人が越前焼をもっ
と身近に…をコンセプトに、コー
ヒーカップ・フリーカップ約150
個を展示。お好きなカップを選ん
でコーヒーなどのドリンクがセル
フで飲めるこちらのコーナーは、
誰にも気兼ねなく楽しめるとあっ
て、初めて陶芸村を訪れたお客様
にも好評です。お気に入りのカッ
プで飲むコーヒーは格別です。

問合せ先　越前陶芸村文化交流会館　☎32‒3200

広報 えちぜん 16平成29年１月号

I n f o r m a t i o nえちぜん
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得々情報

　

木
の
実
は
、変
わ
ら
な
い
こ
と
、種
か
ら
花
に

な
り
実
を
結
ぶ
と
い
っ
た
意
味
の
縁
起
物
で
す
。

　

当
園
で
採
れ
た
木
や
草
の
実
、
ド
ラ
イ
フ
ラ

ワ
ー
な
ど
の
材
料
を
使
っ
て
ひ
な
人
形
の
リ
ー

ス
を
作
り
ま
す
。
自
然
の
素
材
で
作
る
オ
リ
ジ

ナ
ル
リ
ー
ス
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

　

陶
芸
館
初
の
新
春
イ
ベ
ン
ト
を
開
き
ま
す
。

　

八
田
獅
子
舞
・
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
座
明
神
Ｊ
ｒ
．

の
披
露
や
、
は
ね
つ
き
大
会
、
凧
作
り
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
、
甘
酒
や
ぜ
ん
ざ
い
の
ふ
る
ま
い
が

あ
り
ま
す
。
茶
苑
で
は
、
か
る
た
や
福
笑
い
な

ど
昔
な
が
ら
の
遊
び
も
楽
し
め
ま
す
。

　

心
よ
り
お
も
て
な
し
い
た
し
ま
す
の
で
、
一

緒
に
新
年
を
祝
い
ま
せ
ん
か
？

※
凧
作
り
は
、
各
日
15
人
限
定
（
要
予
約
）

※
ぜ
ん
ざ
い
の
ふ
る
ま
い
は
8
・
9
日
30
人
、

甘
酒
の
ふ
る
ま
い
は
各
日
１
０
０
人
限
定

ひ
な
ま
つ
り
リ
ー
ス
作
り
の
ご
案
内

「
新
春
！
陶
芸
館
」
の
ご
案
内

日　
　

時　

2
月
11
日
㈯
・
12
日
㈰

　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

参
加
費　

５
０
０
円

　
　
　
　
　
（
別
途
入
園
料
が
か
か
り
ま
す
。）

入
園
料　

大　

人
３
０
０
円

　
　
　
　
　

中
高
生
２
０
０
円

　
　
　
　
　

小
学
生
１
０
０
円

定　
　

員　

各
20
人

　
　
　
　
　
（
事
前
の
申
込
み
が
必
要
で
す
）

問
合
せ
先　

福
井
総
合
植
物
園
プ
ラ
ン
ト
ピ
ア

　
　
　
　
　

☎
３
４‒

１
１
２
０

日　
　

時　

1
月
7
日
㈯
〜
9
日
㈪

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時　

問
合
せ
先　

福
井
県
陶
芸
館

　
　
　
　
　

☎
３
２‒

２
１
７
４



白雲が押して押されて空流る 武藤　久子
物忘れ認知がそっと忍び寄る 山内　千代川 柳手鏡に歳は聞くなと諭される 司辻　文子

老いたねの問いに鏡が同意する 向当みつ子川 柳

こちら健康増進係第18回
H e a l t h  P r o m o t i o n  e n g a g e m e n t

　11月23日、役場で健康づくり講演会を開きました。「慢性腎臓病ってなに？」をテーマに、福井大学
病院副院長・教授　岩野正之先生にご講演いただきました。講演は、クイズ形式でとてもわかりやすかっ
たので、岩野先生のクイズをいくつかご紹介します。

問合せ先　健康保険課　☎34‒8710

子　育　て　ア　ド　バ　イ　ス

問合せ先　福祉課　☎34‒8725

今日（Ｔｏｄａｙ）

今日、

わたしはお皿を洗わなかった

ベッドはぐちゃぐちゃ　浸けといたおむつは　だんだんくさくなってきた

きのうこぼした食べかすが　床の上からわたしを見ている

窓ガラスは汚れすぎてアートみたい　雨が降るまでこのままだと思う

人に見られたら　なんていわれるか

ひどいねえとか、だらしないとか

今日一日、何をしていたの？とか

わたしは、この子が眠るまで、おっぱいをやっていた

わたしは、この子が泣きやむまで、ずっとだっこしていた

わたしは、この子とかくれんぼした

わたしは、この子のためにおもちゃを鳴らした、それはきゅっと鳴った

わたしは、ぶらんこをゆすり、歌をうたった

わたしは、この子に、していいことと　わるいことを、教えた

伊藤比呂美 訳　～ニュージーランドの子育て支援施設に伝わる詩より～

ほんとにいったい一日　何をしていたのかな

たいしたことはしなかったね、

たぶん、それはほんと

でもこう考えれば、いいんじゃない？

今日一日、わたしは

澄んだ目をした、髪のふわふわな、この子のために

すごく大切なことを　していたんだって

そしてもし、そっちのほうがほんとなら、

わたしはちゃーんとやったわけだ　

　

言
葉
や
発
達
が
ゆ
っ
く
り
だ
と
思
わ
れ
る
お

子
さ
ん
を
対
象
に
し
た
個
別
相
談
会
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
特
性
に
合
わ
せ
た
支

援
を
、
こ
こ
ろ
の
先
生
と
一
緒
に
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

日　
　

時　

1
月
17
日
㈫　

午
後
1
時
〜
4
時

場　
　

所　

朝
日
保
健
セ
ン
タ
ー

「
子
ど
も
の
発
達
相
談
会
」
の
ご
案
内

対
象
者　

18
歳
未
満
の
人

ス
タ
ッ
フ　

臨
床
心
理
士

相
談
時
間　

約
30
分
〜
1
時
間
の
個
別
相
談

料　
　

金　

無
料

申
込
み　

予
約
制

問
合
せ
先　

福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
３
４‒

８
７
２
５

　

つ
ら
い
気
持
ち
を
ひ
と
り
で
抱
え
て
い
ま
せ

ん
か
？

　

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
話
を
す
る
こ
と
で
、
解
決

の
糸
口
が
見
つ
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ご
家
族
み
な

さ
ん
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

日　
　

時　

1
月
29
日
㈰

　
　
　
　
　

午
前
9
時
30
分
〜
正
午

　
　
　
　
　
（
休
日
相
談
会
）

「
心
を
い
や
す
相
談
会
」
の
ご
案
内

場　
　

所　

越
前
町
役
場　

別
館

内　
　

容　
臨
床
心
理
士
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

　
　
　
　
　

相
談
時
間
は
、
一
人
45
分
程
度

　
　
　
　
　
（
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。）

料　
　

金　

無　

料

申
込
み　

予
約
制
（
匿
名
可
）

問
合
せ
先　

健
康
保
険
課

　
　
　
　
　

☎
３
４‒

８
７
１
０

お子さんを大切に想っている全てのお母さんへ

Q1　腎臓の働きは次のうちどれでしょう？
①尿を作る　②血を増やす　③骨を強くする　④血圧の調整　⑤体の恒常性を維持

　答えは⑤です。実は①から⑤はすべて腎臓の働きなのですが、一言でいうと⑤になります。
　「恒常性を維持する」とは、環境が変化しても、体内環境を一定に保とうとすることをいいます。例
えば、夕食に塩辛いものをたくさん食べたとしても、翌朝急激に血圧が高くなったりしません。それは、
腎臓がうまく働いて体内の塩分量や水分量などを調整しているからです。

Q2　慢性腎臓病は次のうちどれでしょう？
①AKB　②SKE　③NMB　④HKT　⑤CKD

　答えは⑤です。CKDは、慢性腎臓病の略語です。腎機能低下と尿蛋白の所見が3か月以上続く場合
を指します。

Q3　CKDの患者は日本に何人いるでしょう？
① 10万人　②50万人　③100万人　④500万人　⑤1,000万人

　答えは⑤です。CKDは新国民病といわれ、8人に1人がCKDであると言われています。CKDから
透析に至る原因疾患の多くは、糖尿病からの糖尿病性腎症や、高血圧によって腎機能が悪化する腎硬化
症です。透析患者数も年々増加しています。
　健康診査で尿蛋白や血尿が出ても、腎機能は正常に働くという期間が長く続きます。そして、あるとき
急激に腎機能が悪くなり、一度悪くなると改善することは難しくなります。体に自覚症状が出るのは、腎
機能が10％になったとき、透析の対象となるのは5％以下になったときです。自覚症状がないときから、
健康診査を受けて自分の腎臓の働きを知り、生活習慣の改善や早めの治療につなげることが大切です。

健康診査・がん検診の受け忘れはありませんか？

●平成28年度の健康診査・がん検診の受
診券の利用期限は、1月31日までです。
医療機関で健康診査を受ける際にご利
用ください。

●大腸がん検診の検体容器の提出忘れは
ありませんか？ 1月31日まで、役場、
宮崎・越前・織田コミュニティセンター
で回収しています。

　

言
葉
や
発
達
が
ゆ
っ
く
り
だ
と
思
わ
れ
る
、

遊
び
や
や
り
と
り
で
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
、

お
子
さ
ん
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
た
ら
い
い
か

迷
う
な
ど
、
お
子
さ
ん
の
発
達
に
つ
い
て
、
ご

心
配
や
悩
み
の
あ
る
保
護
者
の
人
を
対
象
に
、

発
達
支
援
教
室
（
親
子
教
室
）
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

日　
　

時　

1
月
19
日
㈭

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場　
　

所　

朝
日
保
健
セ
ン
タ
ー

「
す
ま
い
る
教
室
」
の
ご
案
内

対
象
者　

未
就
学
児

ス
タ
ッ
フ　

臨
床
心
理
士
・
言
語
聴
覚
士
・
児

童
家
庭
相
談
員
・
相
談
支
援
専
門

員
な
ど

料　
　

金　

無　

料

申
込
み　

予
約
制

問
合
せ
先　

福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
３
４‒

８
７
２
５

おかあさん、
がんばりすぎないで
くださいね。
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健康な暮らしのために



子は親の鏡と肝に銘じたい 原　　榮子
平均寿命過ぎた女も見る鏡 木下百合子川 柳 広報 えちぜん 20平成29年１月号広報 えちぜん21 平成29年１月号

保育所（園） 実　施　日 電話番号

あさがお保育園  1 月10日（火） 34－1110

あ さ ひ 保 育 所  1 月11日（水） 34－0081

朝 日 西 保 育 所  1 月12日（木） 34－5602

朝 日 南 保 育 所  1 月12日（木） 34－1614

宮崎中央保育所  1 月10日（火） 32－2067

陶 の 谷 保 育 所 毎 日 午 前 中 32－3014

小 曽 原 保 育 所  1 月26日（木） 32－2039

四 ヶ 浦 保 育 園 毎 日 午 前 中 37－0305

西 徳 寺 保 育 園 要 問 合 わ せ 37－1354

織 田 保 育 所 毎 日 午 前 中 36－0160

た い ら 保 育 園 毎 日 午 前 中 36－0251

は ぎ の 保 育 園 毎 日 午 前 中 36－0396

※内容などは、各保育所（園）にお問い合わせください。

（
敬
称
略
、
12
月
15
日
現
在
）

（
12
月
15
日
現
在
）

人口と世帯
（12月1日現在）

　

12
月
13
日
に
開
か
れ
た
、
家
庭
料
理
教
室
で
作
ら

れ
た
ヘ
ル
シ
ー
お
節
の
写
真
で
す
。

　

当
日
は
、
生
涯
学
習
の
講
座
と
食
生
活
改
善
推
進

員
の
み
な
さ
ん
の
研
修
を
兼
ね
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

写
真
右
上
か
ら
、
蓮
根
餅
の
雑
煮
、
七
福
き
ん
ぴ

ら
、
豚
肉
と
白
菜
の
奉
書
巻
き
、
伊
達
巻
き
風
千
種

焼
き
、
白
菜
と
蒲
鉾
の
柚
子
胡
椒
和
え
、
照
焼
マ
ー

マ
レ
ー
ド
チ
キ
ン
の
6
品
で
す
。

　

食
生
活
改
善
推
進
員
の
み
な
さ
ん
は
、
町
民
の
食

生
活
向
上
と
健
康
で
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
目
的
で
日
々
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
講
師
に
お

招
き
し
た
家
庭
料
理
研
究
家
の
野
路
氏
と
町
の
栄
養

士
の
指
導
の
も
と
、
塩
分
・
糖
分
控
え
め
で
、
元
気

と
長
寿
に
繋
が
る
お
節
の
作
り
方
を
熱
心
に
学
ん
で

い
ま
し
た
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今

年
も
広
報
え
ち
ぜ
ん
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

10
月
号
に
、
み
な
さ
ん
の
目
に
多
く
止
ま
る
に
は

ど
う
す
る
と
い
い
か
と
い
う
お
話
を
し
ま
し
た
が
、

広
報
え
ち
ぜ
ん
は
、
紙
か
ら
電
子
デ
ー
タ
に
進
化
し

ま
す
。

　

電
子
書
籍
と
い
っ
て
、
パ
ソ
コ
ン
上
で
本
の
ペ
ー

ジ
を
め
く
る
よ
う
な
感
覚
で
、
広
報
誌
を
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。
ま
た
、
全
国
の
広
報
誌
を
集
め
た
ア
プ

リ
「
マ
チ
イ
ロ
」
で
広
報
え
ち
ぜ
ん
の
配
信
を
始
め

ま
す
。ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
広
報
え
ち
ぜ
ん
が
読
め
、

発
刊
に
合
わ
せ
て
通
知
が
届
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

き
、
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
下
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
自

由
意
見
欄
に
ご
記
入
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

人　口 22,413人

　男 10,842人
　女 11,571人
世帯数 7,311戸

（前月より48人減）

なかよしひろば（園開放）

（外国人の人口と世帯数を含んでいます）

新
し
い
家
族
で
す

お
く
や
み

表
紙
の
写
真

西
田
中 

宮
﨑　

成
子
さ
ん
（
76
歳
）

西
田
中 

孝
久　

幾
代
さ
ん
（
96
歳
）

内　

郡 

近
藤　
　

功
さ
ん
（
69
歳
）

岩　

開 

平
井
き
よ
子
さ
ん
（
89
歳
）

佐
々
生 

宮
川　

義
晴
さ
ん
（
87
歳
）

気
比
庄 

齋
藤　

吉
平
さ
ん
（
90
歳
）

　

市 

伊
藤　

久
雄
さ
ん
（
85
歳
）

栃　

川 

金
巻　

榮

さ
ん
（
91
歳
）

金　

谷 

梅
田　
　

勲
さ
ん
（
78
歳
）

小　

倉 

青
山　

忠
夫
さ
ん
（
85
歳
）

下
糸
生 

和
田　

道
憲
さ
ん
（
81
歳
）

下
糸
生 

小
西　

繁
子
さ
ん
（
101
歳
）

増　

谷 

山
谷　
　

強
さ
ん
（
76
歳
）

江　

波 

坂　
　

厚
子
さ
ん
（
63
歳
）

江　

波 

山
内
む
め
の
さ
ん
（
101
歳
）

江　

波 

前
田　
　

東
さ
ん
（
80
歳
）

舟　

場 

八
田
茂
治
郎
さ
ん
（
94
歳
）

上　

野 

黒
田　

幹
雄
さ
ん
（
81
歳
）

梅　

浦 

嘉
名　

嘉
一
さ
ん
（
83
歳
）

梅　

浦 

神
﨑
フ
ジ
ヱ
さ
ん
（
95
歳
）

新　

保 

長
田　

妙
子
さ
ん
（
77
歳
）

小　

樟 

黒
﨑　

ハ
ル
さ
ん
（
91
歳
）

小　

樟 

小
倉　
　

寛
さ
ん
（
86
歳
）

小　

樟 

吉
田　

ヨ
シ
さ
ん
（
89
歳
）

小　

樟 

中
野
み
つ
子
さ
ん
（
80
歳
）

小　

樟 

川
上　

健

さ
ん
（
81
歳
）

大　

樟 

貴
田　

博
美
さ
ん
（
65
歳
）

　

厨 

宮
﨑　

一
郎
さ
ん
（
78
歳
）

　

東 

小
林　

武
雄
さ
ん
（
66
歳
）

高　

橋 

山
塙　

一
郎
さ
ん
（
88
歳
）

上　

野 

轟　
　
　

忠
さ
ん
（
90
歳
）

寺　

家 

酒
井
謙
治
郎
さ
ん
（
91
歳
）

編
集
後
記

気
比
庄 

青あ
お

山や
ま　

咲さ

那な

（
崇
夫
、
女
）

宝
泉
寺 

城き

戸ど　

心み
ゆ

香か

（
隆
幸
、
女
）

江　

波 

武ぶ

藤と
う　

龍り
ゅ
う

成せ
い

（
成
潤
、
男
）

樫　

津 

前ま
え

川か
わ　

瑛え
い

翔と

（
秀
一
、
男
）

新　

保 

新あ
ら

井い　

晴は
る

貴た
か

（
達
也
、
男
）

小　

樟 

野の　
　

芙ふ
う

羽と

（
真
也
、
男
）

大　

樟 

池い
け

永な
が　

悠ゆ
う

人と

（
徹
、
男
）

　

辻 

上う
え

坂さ
か　

柊
し
ゅ
う

太た

（
拓
也
、
男
）

寺　

家 

大お
お

川か
わ　

莉り

子こ

（
佳
祐
、
女
）

赤
井
谷 

山や
ま

本も
と　

梨り

恵え

（
喬
之
、
女
）

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う
4343

―
大
谷
寺

―
大
谷
寺  

編
―
編
―

越
知
山
大
谷
寺
の
境
内
に
ふ
た
り
は
立
つ
。

学
Ｈ 

前
回
は
大
谷
寺
の
万ま

ん

灯と
う

会え

で
、秘
仏
の
十
一
面
観

音
が
拝
観
で
き
ま
し
た
ね
。

Ｅ
子 

は
い
。
女
神
が
九
頭
竜
に
な
っ
て
、
十
一
面
観
音
に

変
化
し
た
と
い
う
話
で
し
た
。

学
Ｈ 

宝
物
殿
に
収
め
ら
れ
た
多
く
の
文
化
財
を
拝
見
し

ま
し
た
が
、
と
く
に
木
造
の
十
一
面
観
音
菩
薩
と

阿
弥
陀
如
来
と
聖
観
音
菩
薩
の
三
尊
は
素
晴
ら
し

い
彫
刻
で
、
平
安
時
代
後
期
の
制
作
で
す
。
県
の
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｅ
子 

平
安
時
代
か
ら
守
ら
れ
て
き
た
ん
で
す
ね
。

学
Ｈ 

も
と
も
と
は
越
知
山
山
頂
の
本
社
に
祀
ら
れ
て
い

て
、
33
年
ご
と
の
御ご

開か
い

帳ち
ょ
うの
と
き
、そ
の
度
に
麓

の
大
谷
寺
の
大
講
堂
に
下
ろ
さ
れ
た
と
言
い
ま
す
。

明
治
時
代
以
降
、こ
ち
ら
に
移
さ
れ
ま
し
た
。

Ｅ
子 

昔
は
、
め
っ
た
に
拝
め
な
か
っ
た
ん
で
す
ね
。
仏
像

の
後
ろ
は
箱
か
何
か
で
す
か
。

学
Ｈ 

は
い
。
三
尊
そ
れ
ぞ
れ
、
漆
塗
り
の
箱
に
収
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

 

他
に
も
大
谷
寺
に
は
、
貴
重
な
文
化
財
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
こ
ち
ら
が
大
長
院
で
す
の
で
、
中
に

入
り
ま
し
ょ
う
か
。

ふ
た
り
は
大
長
院
の
中
に
入
る
。

Ｅ
子 

す
ご
い
。
奥
に
見

え
る
仏
像
も
、
き

れ
い
に
並
ん
で
い

ま
す
ね（
写
真
1
）。

学
Ｈ 

は
い
。
先
ほ
ど
の

三
尊
の
銅
造
の
も

の
で
す
。

Ｅ
子 

ど
う
し
て
木
造
と

銅
造
が
あ
る
ん
で

す
か
。

学
Ｈ 

木
造
の
方
は
秘
仏

な
の
で
見
ら
れ
ま

せ
ん
が
、
銅
造
の
方
は
御お

前ま
え

立だ
ち

で
、秘
仏
本
尊
の
前

に
安
置
す
る
の
で
、
普
段
は
銅
造
の
方
を
拝
ん
だ

と
言
い
ま
す
。

Ｅ
子 

だ
か
ら
、二
組
あ
る
の
で
す
か
。

学
Ｈ 

ち
な
み
に
、
木
造
の
方
は
平
安
時
代
の
制
作
で
し

た
が
、
銅
造
の
方
は
年
代
が
下
っ
て
、
鎌
倉
時
代
の

制
作
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
は
町
の
指
定
文

化
財
で
す
。

Ｅ
子 

あ
ち
ら
の
大
き
な
絵
は
、何
で
す
か
？ 

学
Ｈ 

泰た
い

澄ち
ょ
う

大だ
い

師し

御ご

本ほ
ん

尊ぞ
ん

感か
ん

得と
く

図ず

で
、町
の
指
定
文
化
財

で
す（
写
真
2
）。
大
谷
寺
に
伝
わ
っ
た
も
の
で
、泰

澄
大
師
が
観
音
菩
薩
を
感
得
し
た
と
こ
ろ
の
図
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

Ｅ
子 

こ
ち
ら
の
観
音
さ
ま
は
、
女
性
っ
ぽ
い
感
じ
が
し

ま
す
。

学
Ｈ 

そ
う
で
す
ね
。
蓮
糸
で
織
ら
れ
た
布
に
描
か
れ
た

と
い
う
伝
承
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
蓮は

す

糸い
と

曼ま
ん

荼だ

羅ら

と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

Ｅ
子 

ず
い
ぶ
ん
古
い
も
の
な
ん
で
す
か
。

学
Ｈ 

一
五
世
紀
の
制
作
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
本

の
仏
画
で
は
見
ら
れ
な
い
特
色
が
あ
る
の
で
、
朝

鮮
の
画
工
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

Ｅ
子 

左
下
に
誰
か
い
ま
す
ね
。

学
Ｈ 

こ
ち
ら
が
泰
澄
大
師
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

戦
前
ま
で
、
泰
澄
に
関
す
る
伝
記
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
の
は
、
前
回
紹
介
し
た

『
元げ

ん

亨こ
う

釈し
ゃ
く

書し
ょ

』
で
し
た
。
一
九
五
三
年
、
勝
山
市
白
山
神
社
の
宮
司
で
あ
っ
た
平
泉
澄 

氏
が
、
自
社
に
伝
わ
る
『
泰た

い

澄ち
ょ
う

和か

尚し
ょ
う

伝で
ん

記き

』
を
翻
刻
・
出
版
す
る
と
、
こ
の
『
泰
澄
和

尚
伝
記
』
こ
そ
が
『
元
亨
釈
書
』
奥
書
に
み
え
る
「
弊へ

い

朽き
ゅ
うな
る
一
軸
」
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。『
元
亨
釈
書
』よ
り
も
古
い
内
容
を
も
っ
た
泰
澄
の
伝
記

が
、写
本
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
る
と
評
価
さ
れ
た
の
で
す
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
、『
泰
澄
和
尚
伝
記
』
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
発
見
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

い
く
つ
か
の
写
本
が
全
国
に
あ
り
、勝
山
市
白
山
神
社
所
蔵
の
も
の
は「
平
泉
寺
本
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
写
本
の
中
で
、書
写
年
代
が
も
っ
と
も
古
い
資
料
は
、

神
奈
川
県
横
浜
市
金
沢
区
に
あ
る
称

し
ょ
う

名み
ょ
う

寺じ

の
所
蔵
品
で
す
。
こ
の
本
は
、
鎌
倉
時
代

中
期
の
北
条
実
時
が
つ
く
っ
た
金
沢
文
庫
に
伝
わ
っ
た
資
料
で
、「
金
沢
文
庫
本
」と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

金
沢
文
庫
本
『
泰
澄
和
尚
伝
記
』
は
、
正
中
二
年
（
一
三
二
五
）
に
称
名
寺
第
二
世

長
老
の
劔け

ん

阿な

（
一
二
六
一‒

一
三
三
八
）が
書
写
・
校
正
し
た
も
の
で
す
。
奥
書
に
は
、

次
の
よ
う
に
、泰
澄
の
伝
記
に
関
す
る
重
要
な
事
項
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

然
る
に
、
今
、
天
徳
元
年
丁
巳
、
三
月
二
十
四
日
、
風
土
の
旧
記
を
勘
へ
、
門
跡

の
首
老
、浄
蔵
貴
所
の
面
授
の
言
談
に
依
り
て
、門
徒
の
小
僧
、神
興
等
、粗
ら

操
行
を
記
し
、
以
て
後
代
の
亀
鏡
に
備
へ
を
は
ん
ぬ
。
浄
蔵
貴
所
は
徳
行
、
群

を
抽
き
、修
験
名
高
し
、善
相
公
の
八
男
、玄
昭
律
師
の
入
室
な
り
。
又
安
然
写

瓶
の
門
人
、大
恵
悉
曇
の
弟
子
な
り
。
言
談
皆
口
実
な
り
。
誰
か
信
ぜ
ら
ん
や

　

こ
こ
に
は
、
天
徳
元
年（
九
五
七
）に
天
台
宗
の
高
僧
で
あ
る
浄

じ
ょ
う

蔵ぞ
う

の
言
葉
を
、
大

谷
寺
の
僧
・
神
興
が
記
し
た
と
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、『
泰
澄
和
尚
伝
記
』
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
は
、一
〇
世
紀
中
葉
に
成
立
し
た
と
書
か
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
の
金
沢
文
庫
本
『
泰
澄
和
尚
伝
記
』
を
め
ぐ
り
、
多
く
の
研
究
者
が
独
自
の
考

え
を
発
表
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
は
、
泰
澄
の
実
在
性
に
ま
で
及
ぶ
も
の
で
す
。

次
回
は
、
金
沢
文
庫
本
『
泰
澄
和
尚
伝
記
』
に
ま
つ
わ
る
問
題
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

し
ょ
う
。

（
織
田
文
化
歴
史
館　

学
芸
員　

村
上
雅
紀
）

泰
澄
の
伝
記
２　

金
沢
文
庫
本『
泰
澄
和
尚
伝
記
』

え
ち
ぜ
ん
年
代
記 

第
百
三
十
五
回

写真1

写真2

学芸員Ｈ

Ｅ子



明るい選挙啓発ポスター
金賞  谷口 菜月さん　銀賞  佐々木 湧仁さん み

ん
な
で
明
る
い
選
挙
を
実
現
し
ま
し
ょ
う

町内の小中学校から募集した「明るい選挙啓発ポスター」と一般のみなさんから募集した
「明るい選挙啓発キャッチフレーズ・標語」の選考会が福井県選挙管理委員会で行われ、
町からはポスターで8人、キャッチフレーズ・標語で2人のみなさんが入賞されました。

たくさんのご応募ありがとうございました。

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー

明
る
い
選
挙
啓
発

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
・
標
語

金
　
賞

佳
　
作

銀
　
賞

銀
　
賞

谷た
に

口ぐ
ち　

菜な

月つ
き

さ
ん
（
織
田
中
3
年
）

佐さ

々さ

木き

悠ゆ

衣い
さ
ん
（
糸
生
小
6
年
）

谷た
に

口ぐ
ち　

瑞み
ず

季き
さ
ん
（
織
田
小
6
年
）

中な
か

山や
ま　

陽ひ
な

太た
さ
ん
（
萩
野
小
5
年
）

小こ

道ど

世せ

羽わ

奏か
な

さ
ん
（
四
ヶ
浦
小
6
年
）

山や
ま

口ぐ
ち　

夏か

花な
さ
ん
（
四
ヶ
浦
小
6
年
）

橋は
し

本も
と　

真ま

清さ
や

さ
ん
（
越
前
中
3
年
）

投
票
日
　
俺
は
行
く
け
ど

　
　
　
　
お
前
も
ど
ぉ
？

菱ひ
し
谷や　
圭け
い
輔す
け

さ
ん

胸
は
っ
て
　
投
じ
る
一
票

　
　
　
　
　
明
る
い
選
挙

久く

保ぼ　
伶れ
い

奈な
さ
ん

佐さ

々さ

木き

湧ゆ
う

仁と
さ
ん
（
織
田
中
3
年
）

佳
　
作

明るい選挙推進街頭キャンペーン

ゆるキャラ選出選挙で
「越前かに太郎」氏

3月5日㈰は
越前町長選挙・越前町議会議員選挙の投票日です

　11月26日、県選挙管理委員会と市町選挙管理委員会が合同で行う
明るい選挙推進街頭キャンペーンが、エンゼルランドふくいで行われ
ました。
　これは、若い親世代に明るい選挙の推進を呼びかけ、将来の有権者
になる子ども達にキャラクターを通じて選挙が身近なものであること
を感じてもらうことを目的として、毎年行われています。中でも、各
市町を代表するキャラクター達の人気投票は、恒例となり、今年もた
くさんの来場者が投票しました。
　越前町代表は、もちろん「越前かに太郎」氏。毎年、越前かにまつ
りと日程が重なり、出場できませんでしたが、5年振りの出場となり
ました。
　会場では、他のゆるキャラにはできない足を使った選挙戦を展開。
しかし、選挙の結果は、第5位となり、惨敗。雪辱を果たすべく、今
後もPR活動をがんばることを誓いました。

　お年賀などお祝いをする機会が多くなる時期ですが、
政治家が選挙区内の人にお金や物を贈ることは公職選挙
法で禁止されています。政治家が役職員である関係団体
が選挙に関する寄附をしたり（政党その他の政治団体に
するものを除く）、後援団体（いわゆる後援会）が寄附
をすることも禁止されています。
　また、有権者が政治家に寄附や贈り物を求めることも
禁止されています。

投票できる人（選挙人名簿に登録される人）
日本国籍の満18歳以上で、越前町に引き続き3か月以上住んでいる人
※満18歳以上の人 ………………平成11年3月6日以前に生まれた人
※3か月以上住んでいる人 ………平成28年11月27日以前に転入、またはそれ以前から住んでいる人
※選挙人名簿に登録されている人でも、町外に住所を移転（転出）した場合は、投票できません。

投票日当日に都合で投票できない人は、期日前投票や不在者投票制度をご利用ください。

期日前投票・不在者投票の期間　3月1日（水）～ 4日（土）　午前8時30分から午後8時
今回の選挙から、朝日期日前投票所が越前町役場から
隣の朝日農村環境改善センター（役場別館）に変更になります。

越 前 町 長 選 挙

立候補予定者説明会
　日　時　1月31日（火） 町長選挙　午前10時～
　 町議会議員選挙　午後 2時～
　場　所　朝日農村環境改善センター（役場別館）　大会議室

選挙期日の告示日
（立候補届出日）

　告示日　2月28日（火）
　立候補届出受付
　時　間　午前8時30分～午後5時
　場　所　朝日農村環境改善センター（役場別館）　大会議室

越前町議会議員選挙

…  1 人 【被選挙権　日本国籍の満25歳以上の人】

… 14人【被選挙権　日本国籍の満25歳以上の人で、越前町議会議員選挙の選挙権がある人】

▲投票を呼びかけるかに太郎氏

▲開票の結果、越前市のきくりんが3連覇。
大差に泡を吹きそうな表情のかに太郎氏

候補者名 得票数（票） 順位

朝倉ゆめまる 55 2

き く り ん 92 1

たけだ桜ちゃん 53 3

え い 坊 く ん 42 4

越前かに太郎 41 5

寄附禁止のルールを守って
明るい選挙を実現させましょう

越前町役場
（本庁舎）

朝日農村環境
改善センター

越前町
生涯学習
センター道

　
路

今までの期日前投票所 今回の期日前投票所

位
（5人中）
5

定　数

日　程

選挙権について

期日前投票・不在者投票
ご注意
ください

問合せ先　越前町明るい選挙推進協議会（総務課内）　☎34‒8700問合せ先　越前町選挙管理委員会（総務課内）　☎34‒8700
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休
日
当
番
医
の
診
療
時
間
は
、
9：
00
～
17
：
00
で
す
。
都
合
に
よ
り
医
療
機
関
が
変
更
に

　
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
受
診
前
に
電
話
や
当
日
の
新
聞
な
ど
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
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医
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00
0
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織
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0
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田
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00
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中）
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ンタ
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